
フ
ァ
ー
ブ
ル
」
は
、
杉
並
区
産
の
野
菜
を

使
っ
た
パ
ス
タ
の
ほ
か
、
ピ
ザ
、
カ
レ
ー
、

和
定
食
、
ス
イ
ー
ツ
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を

ゆ
っ
た
り
し
た
空
間
で
味
わ
え
る
飲
食
ス

ペ
ー
ス
。
店
内
に
は
自
由
に
閲
覧
で
き
る
絵

本
が
常
時
２
５
０
冊
置
か
れ
、
毎
週
土
曜
日

に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
へ

の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

３
階
に
あ
る
「
演
劇
資
料
室
」
は
、
演
劇

の
図
書
館
で
す
。
現
代
日
本
で
活
躍
す
る
劇

作
家
の
戯
曲
７
０
０
０
冊
の
ほ
か
、
上
演
台

本
、
人
形
劇
や
サ
ー
カ
ス
、
落
語
、
演
芸
関
係

な
ど
の
本
を
収
蔵
し
、
火
曜
日
か
ら
日
曜
日

ま
で
館
内
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
地
下
２
階
の

「
阿
波
お
ど
り
ホ
ー
ル
」
と
「
座
・
高
円
寺
２
」

の
共
有
ロ
ビ
ー
は
「
G
a
l
l
e
r
y
・
ア

ソ
ビ
バ
」
と
い
う
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
に

な
っ
て
お
り
、
絵
画
や
写
真
、
書
な
ど
の

ア
ー
ト
作
品
を
月
替
わ
り
で
展
示
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
施
設
は
、
ホ
ー
ル
で
の
公
演

が
な
い
日
に
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

作
品
創
造
に
必
要
な
け
い
こ
場
、

作
業
場
、
音
響
・
映
像
作
業
室

建
物
の
地
下
３
階
に
は
、
け
い
こ
場
、
作

業
場
、
音
響
・
映
像
作
業
室
が
備
わ
っ
て
い

ま
す
。
け
い
こ
場
は
３
室
あ
り
、「
座
・
高

円
寺
」
で
上
演
す
る
公
演
の
稽
古
を
中
心
に

企
画
事
業
の
た
め
に
使
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た

こ
こ
で
は
二
年
制
の
演
劇
学
校
「
劇
場
創
造

ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
通
年
で
開
講
し
、
俳
優
や

演
出
家
、
劇
場
ス
タ
ッ
フ
を
育
成
。
さ
ら
に

地
域
の
社
会
人
を
対
象
に
し
た
「
大
人
の
た

め
の
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

劇
団
『
座
・

高
円
寺
』」
や
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
み
ん
な
の
作
業
場
」
の

会
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

作
業
場
は
「
作
業
場
１
」（
道
具
製
作
）、

「
作
業
場
２
」（
衣
裳
製
作
）、「
音
響
・
映
像

作
業
室
」
の
３
つ
の
部
屋
に
分
か
れ
て
お

り
、「
座
・
高
円
寺
」
主
催
お
よ
び
提
携
公

演
の
舞
台
美
術
や
衣
裳
、
小
道
具
、
音
響
・

映
像
の
製
作
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
作
業

場
で
は
、
中
学
生
や
高
校
生
を
対
象
と
し
た

も
の
づ
く
り
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
じ
っ
く
り
も
の
づ
く
り
塾
」
も
開
催
し
て

お
り
、
半
年
以
上
か
け
て
製
作
し
た
小
道
具

や
衣
裳
、
最
近
で
は
着
ぐ
る
み
を
作
っ
て
地

下
２
階
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
催
し
に
対
応
で
き
る

３
つ
の
個
性
的
な
ホ
ー
ル

「
座
・
高
円
寺
」
に
は
、
３
つ
の
個
性
的

な
ホ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。「
座
・
高
円
寺
１
」

は
、
演
目
に
よ
っ
て
舞
台
と
客
席
の
形
状
を

自
由
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
小
劇
場
。
客

席
の
椅
子
が
動
か
せ
る
の
で
、
舞
台
の
両
サ

イ
ド
を
客
席
に
し
た
り
、
舞
台
の
三
方
を
客

席
で
囲
む
こ
と
な
ど
も
で
き
ま
す
。
こ
こ
で

は
「
座
・
高
円
寺
」
主
催
の
舞
台
や
杉
並
区

の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
日
本
劇
作
家
協
会
の

公
演
、
地
域
の
祭
り
と
連
動
し
た
催
し
な
ど

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
座
・
高
円
寺
２
」
は
、
固
定
席
を
備
え

た
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
区
民
ホ
ー
ル
。
区
民
を

中
心
に
使
い
た
い
人
は
ど
な
た
で
も
申
し
込

み
で
き
、
プ
ロ
の
演
劇
や
ダ
ン
ス
、
音
楽
、

映
画
上
映
、
お
笑
い
、
落
語
な
ど
の
ほ
か
、

区
民
の
文
化
・
芸
術
活
動
や
集
会
、
発
表

会
、
講
演
会
な
ど
に
も
広
く
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。「
阿
波
お
ど
り
ホ
ー
ル
」
は
、

高
円
寺
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て
知
ら
れ
る
阿

波
お
ど
り
の
練
習
や
普
及
振
興
に
優
先
的
に

使
用
す
る
ホ
ー
ル
。
通
常
は
椅
子
と
テ
ー
ブ

ル
は
設
置
し
て
あ
り
ま
せ
ん
が
、
移
動
式
の

も
の
を
設
置
し
て
集
会
や
会
議
な
ど
に
も
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

カ
フ
ェ
、
資
料
室
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。

ホ
ー
ル
以
外
の
施
設
も
充
実

館
内
に
は
、
カ
フ
ェ
や
演
劇
資
料
室
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
、
観
劇
に
限
ら
ず
い
つ
で

も
利
用
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
あ
り

ま
す
。
２
階
に
あ
る
「
カ
フ
ェ 

ア
ン
リ
・

「座・高円寺２」

「演劇資料室」

「座・高円寺１」

© 宮内勝© 宮内勝
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「カフェ アンリ・ファーブル」
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「阿波おどりホール」
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舞
台
芸
術
の
創
造
と
発
信
、
区
民

の
文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て

平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
に
開
館

Ｊ
Ｒ
中
央
線
高
円
寺
駅
北
口
か
ら
徒
歩
５

分
、
線
路
沿
い
に
建
つ
杉
並
区
立
杉
並
芸
術

会
館
「
座
・
高
円
寺
」
は
、
今
か
ら
15
年
前

の
平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
５
月
に
開
館
し

ま
し
た
。
こ
の
地
に
あ
っ
た
建
物
が
耐
震
基

準
を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
改
築
す
る

運
び
と
な
り
、
当
時
の
杉
並
区
に
は
な
か
っ

た
文
化
施
設
が
建
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。「
座
・
高
円
寺
」
の
名
は
、
区
の
広

報
紙
で
愛
称
を
公
募
し
、
全
国
か
ら

１
６
１
７
件
の
応
募
が
あ
っ
た
中
か
ら
、
高

円
寺
在
住
の
方
が
応
募
し
た
最
優
秀
作
品
で

す
。「
座
」
に
は
、「
座
る
」「
人
が
集
う
」

「
な
ご
む
小
屋
」
な
ど
の
意
味
が
あ
り
、
そ

の
あ
と
に
続
く
地
名
の
「
高
円
寺
」
に
は
、

「
地
域
に
根
ざ
し
た
身
近
な
存
在
に
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
」
と
の
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

「
あ
え
て
閉
ざ
し
た
」
形
の

地
下
３
階
、
地
上
３
階
建
て

「
座
・
高
円
寺
」
の
設
計
者
は
、
国
内
外

で
多
く
の
建
築
を
手
が
け
る
伊
東
豊
雄
氏
。

氏
が
当
初
イ
メ
ー
ジ
し
た
の
は
、
四
角
い
テ

ン
ト
小
屋
で
し
た
。
Ｊ
Ｒ
中
央
線
と
交
通
量

の
多
い
環
状
七
号
線
付
近
に
建
つ
た
め
、
騒

音
と
高
さ
制
限
を
考
慮
し
、
建
物
の
半
分
以

上
を
地
下
に
埋
め
た
閉
じ
た
箱
の
よ
う
に
し

た
い
と
い
う
考
え
か
ら
で
す
。
実
際
に
は
、

も
う
少
し
天
井
を
高
く
し
た
い
と
い
う
検
討

会
の
意
見
や
、
平
ら
な
屋
根
が
地
域
の
人
々

テ
ン
ト
小
屋
の
よ
う
な
建
物
に
３
つ
の
ホ
ー
ル
を
備
え
た
公
共
劇
場

杉
並
区
立
杉
並
芸
術
会
館
「
座
・
高
円
寺
」
は
、
平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
に
開
館
し
た
本
格
的
な
舞
台
芸
術
の

た
め
の
施
設
で
す
。
個
性
的
な
３
つ
の
ホ
ー
ル
で
は
、
演
劇
、
音
楽
、
ダ
ン
ス
、
講
演
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
、
ロ
ビ
ー
、
カ
フ
ェ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
の
ス
ペ
ー
ス
も
充
実
。
特
集
で
は
、
地
域
に

欠
か
せ
な
い
存
在
の
「
座
・
高
円
寺
」
と
、
こ
こ
を
拠
点
と
し
た
杉
並
区
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

杉
並
区
立
杉
並
芸
術
会
館
「
座
・
高
円
寺
」

か
ら
不
評
だ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
テ
ン
ト

の
よ
う
な
ド
レ
ー
プ
を
持
つ
現
在
の
形
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
建
築
に
は
、「
あ
え

て
閉
ざ
す
こ
と
で
、
新
し
い
芸
術
が
生
ま
れ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
伊
東
氏
の

期
待
感
も
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
（
地
下
）
と
鉄
骨

造
（
地
上
）
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
色
の
建
物

は
、
地
下
３
階
、
地
上
３
階
建
て
。
地
上
部

分
に
一
般
の
建
物
の
よ
う
な
柱
は
一
本
も
な

く
、
厚
さ
２
２
５
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
壁
が
外

周
と
劇
場
と
ロ
ビ
ー
の
間
に
立
ち
、
建
物
全

体
を
支
え
て
い
ま
す
。
１
階
の
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
か
ら
そ
の
ま
ま
つ
な
が
る
ロ
ビ
ー
に
は
、

丸
窓
か
ら
入
る
自
然
光
と
照
明
の
丸
い
灯
り

が
一
体
化
し
た
、
木
漏
れ
日
が
降
り
注
ぐ
よ

う
な
空
間
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

第23回
杉並区

巻頭特集

丸いライトが印象的な 1階ロビー

住所：杉並区高円寺北 2-1-2
TEL：03-3223-7500
開館時間：9 時〜 22 時（カフェ アンリ・ファーブ
ルは11時30分〜19時、ラストオーダー18時30分）
休館日：年末年始及び館内整理日
https://za-koenji.jp/
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フ
ァ
ー
ブ
ル
」
は
、
杉
並
区
産
の
野
菜
を

使
っ
た
パ
ス
タ
の
ほ
か
、
ピ
ザ
、
カ
レ
ー
、

和
定
食
、
ス
イ
ー
ツ
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を

ゆ
っ
た
り
し
た
空
間
で
味
わ
え
る
飲
食
ス

ペ
ー
ス
。
店
内
に
は
自
由
に
閲
覧
で
き
る
絵

本
が
常
時
２
５
０
冊
置
か
れ
、
毎
週
土
曜
日

に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
へ

の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

３
階
に
あ
る
「
演
劇
資
料
室
」
は
、
演
劇

の
図
書
館
で
す
。
現
代
日
本
で
活
躍
す
る
劇

作
家
の
戯
曲
７
０
０
０
冊
の
ほ
か
、
上
演
台

本
、
人
形
劇
や
サ
ー
カ
ス
、
落
語
、
演
芸
関
係

な
ど
の
本
を
収
蔵
し
、
火
曜
日
か
ら
日
曜
日

ま
で
館
内
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
地
下
２
階
の

「
阿
波
お
ど
り
ホ
ー
ル
」
と
「
座
・
高
円
寺
２
」

の
共
有
ロ
ビ
ー
は
「
G
a
l
l
e
r
y
・
ア

ソ
ビ
バ
」
と
い
う
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
に

な
っ
て
お
り
、
絵
画
や
写
真
、
書
な
ど
の

ア
ー
ト
作
品
を
月
替
わ
り
で
展
示
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
施
設
は
、
ホ
ー
ル
で
の
公
演

が
な
い
日
に
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

作
品
創
造
に
必
要
な
け
い
こ
場
、

作
業
場
、
音
響
・
映
像
作
業
室

建
物
の
地
下
３
階
に
は
、
け
い
こ
場
、
作

業
場
、
音
響
・
映
像
作
業
室
が
備
わ
っ
て
い

ま
す
。
け
い
こ
場
は
３
室
あ
り
、「
座
・
高

円
寺
」
で
上
演
す
る
公
演
の
稽
古
を
中
心
に

企
画
事
業
の
た
め
に
使
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た

こ
こ
で
は
二
年
制
の
演
劇
学
校
「
劇
場
創
造

ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
通
年
で
開
講
し
、
俳
優
や

演
出
家
、
劇
場
ス
タ
ッ
フ
を
育
成
。
さ
ら
に

地
域
の
社
会
人
を
対
象
に
し
た
「
大
人
の
た

め
の
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

劇
団
『
座
・

高
円
寺
』」
や
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
み
ん
な
の
作
業
場
」
の

会
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

作
業
場
は
「
作
業
場
１
」（
道
具
製
作
）、

「
作
業
場
２
」（
衣
裳
製
作
）、「
音
響
・
映
像

作
業
室
」
の
３
つ
の
部
屋
に
分
か
れ
て
お

り
、「
座
・
高
円
寺
」
主
催
お
よ
び
提
携
公

演
の
舞
台
美
術
や
衣
裳
、
小
道
具
、
音
響
・

映
像
の
製
作
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
作
業

場
で
は
、
中
学
生
や
高
校
生
を
対
象
と
し
た

も
の
づ
く
り
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
じ
っ
く
り
も
の
づ
く
り
塾
」
も
開
催
し
て

お
り
、
半
年
以
上
か
け
て
製
作
し
た
小
道
具

や
衣
裳
、
最
近
で
は
着
ぐ
る
み
を
作
っ
て
地

下
２
階
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
催
し
に
対
応
で
き
る

３
つ
の
個
性
的
な
ホ
ー
ル

「
座
・
高
円
寺
」
に
は
、
３
つ
の
個
性
的

な
ホ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。「
座
・
高
円
寺
１
」

は
、
演
目
に
よ
っ
て
舞
台
と
客
席
の
形
状
を

自
由
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
小
劇
場
。
客

席
の
椅
子
が
動
か
せ
る
の
で
、
舞
台
の
両
サ

イ
ド
を
客
席
に
し
た
り
、
舞
台
の
三
方
を
客

席
で
囲
む
こ
と
な
ど
も
で
き
ま
す
。
こ
こ
で

は
「
座
・
高
円
寺
」
主
催
の
舞
台
や
杉
並
区

の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
日
本
劇
作
家
協
会
の

公
演
、
地
域
の
祭
り
と
連
動
し
た
催
し
な
ど

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
座
・
高
円
寺
２
」
は
、
固
定
席
を
備
え

た
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
区
民
ホ
ー
ル
。
区
民
を

中
心
に
使
い
た
い
人
は
ど
な
た
で
も
申
し
込

み
で
き
、
プ
ロ
の
演
劇
や
ダ
ン
ス
、
音
楽
、

映
画
上
映
、
お
笑
い
、
落
語
な
ど
の
ほ
か
、

区
民
の
文
化
・
芸
術
活
動
や
集
会
、
発
表

会
、
講
演
会
な
ど
に
も
広
く
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。「
阿
波
お
ど
り
ホ
ー
ル
」
は
、

高
円
寺
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て
知
ら
れ
る
阿

波
お
ど
り
の
練
習
や
普
及
振
興
に
優
先
的
に

使
用
す
る
ホ
ー
ル
。
通
常
は
椅
子
と
テ
ー
ブ

ル
は
設
置
し
て
あ
り
ま
せ
ん
が
、
移
動
式
の

も
の
を
設
置
し
て
集
会
や
会
議
な
ど
に
も
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

カ
フ
ェ
、
資
料
室
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。

ホ
ー
ル
以
外
の
施
設
も
充
実

館
内
に
は
、
カ
フ
ェ
や
演
劇
資
料
室
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
、
観
劇
に
限
ら
ず
い
つ
で

も
利
用
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
が
あ
り

ま
す
。
２
階
に
あ
る
「
カ
フ
ェ 

ア
ン
リ
・

「座・高円寺２」

「演劇資料室」

「座・高円寺１」

© 宮内勝© 宮内勝

© 齋藤圭吾© 齋藤圭吾

© 宮内勝© 宮内勝

「カフェ アンリ・ファーブル」

©MIHO©MIHO

「阿波おどりホール」

© 齋藤圭吾© 齋藤圭吾
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「
座
・
高
円
寺
」
の
活
動
を

支
え
る
劇
場
パ
ー
ト
ナ
ー

杉
並
区
は
「
座
・
高
円
寺
」
の
活
動
を
よ

り
豊
か
で
実
り
あ
る
も
の
に
し
て
い
く
た
め

に
、
日
本
劇
作
家
協
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京

高
円
寺
阿
波
お
ど
り
振
興
協
会
と
共
に
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
結
ん
で
い
ま

す
。
日
本
劇
作
家
協
会
は
、
プ
ロ
・
ア
マ
を

問
わ
ず
自
ら
を
劇
作
家
と
す
る
す
べ
て
の
人

が
参
加
す
る
開
か
れ
た
協
会
で
、
劇
作
家
の

権
利
に
関
す
る
活
動
、
雑
誌
の
出
版
や
海
外

へ
の
日
本
戯
曲
の
紹
介
、
新
人
戯
曲
賞
の
審

査
・
運
営
な
ど
、
多
岐
に
渡
る
活
動
を
行
い

ま
す
。「
座
・
高
円
寺
」
で
は
、
日
本
劇
作

家
協
会
の
会
員
の
応
募
作
か
ら
推
薦
さ
れ
た

日
本
劇
作
家
協
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
上
演
し
て

い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
高
円
寺
阿
波
お
ど
り
振

興
協
会
は
、
50
年
を
超
え
る
歴
史
を
持
つ
東

京
高
円
寺
阿
波
お
ど
り
を
、
本
場
徳
島
の
伝

統
を
継
承
し
つ
つ
、
高
円
寺
の
歴
史
と
文
化

に
つ
な
げ
る
た
め
に
設
立
し
た
協
会
で
す
。

「
座
・
高
円
寺
」
で
は
、「
阿
波
お
ど
り
ホ
ー

ル
」
の
運
営
を
通
し
て
、
高
円
寺
阿
波
お
ど

り
の
普
及
・
発
展
活
動
に
協
力
し
、
広
く
世

界
に
向
け
た
高
円
寺
の
「
顔
」
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

毎
月
第
３
土
曜
日
に
は
劇
場
前
の
広
場
で

フ
ー
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
座
の
市
」
を
開
催
。

杉
並
区
産
の
野
菜
を
は
じ
め
、
地
元
商
店
の

自
慢
の
味
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
人
と
共
に
盛
り
上
げ
る

文
化
芸
術
活
動
の
拠
点
に

杉
並
区
は
、
中
央
線
沿
線
に
は
西
荻
窪
、

荻
窪
、
阿
佐
ヶ
谷
、
高
円
寺
と
４
つ
の
駅
が

あ
り
、
カ
フ
ェ
の
ま
ち
、
ジ
ャ
ズ
の
ま
ち
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
が
あ
り
ま
す
。
今
回

紹
介
し
た
高
円
寺
は
、
下
町
の
よ
う
な
雰
囲

気
も
あ
り
、
地
元
が
大
好
き
な
人
が
特
に
多

く
住
ん
で
い
る
印
象
の
あ
る
熱
量
が
高
い
ま

ち
で
す
。「
高
円
寺
四
大
ま
つ
り
」
も
、
地

域
が
中
心
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と

す
る
人
々
の
意
気
を
感
じ
ま
す
。

杉
並
区
の
文
化
芸
術
の
拠
点
で
あ
り
、
高

円
寺
の
ま
ち
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
も
あ
る

「
座
・
高
円
寺
」
は
、
区
民
に
優
れ
た
舞
台

を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
区
民
の
多
様
な
文
化
活
動

を
実
践
す
る
場
を
提
供
す
る
と
い
う
大
切
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
座
・
高
円
寺
の
運

営
を
通
じ
て
文
化
・
芸
術
活
動
の
振
興
を
図

り
、
地
域
の
個
性
と
結
び
つ
い
た
文
化
の
創

造
、
賑
わ
い
の
創
出
な
ど
区
民
と
の
協
働
に

よ
っ
て
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
円
寺
四
大
ま
つ
り
な
ど
、

地
域
の
活
動
を
積
極
的
に
応
援

杉
並
区
高
円
寺
に
は
、「
高
円
寺
四
大
ま
つ

り
」
が
あ
り
ま
す
。
春
に
は
「
座
・
高
円
寺
」

の
こ
け
ら
落
と
し
の
一
環
と
し
て
始
ま
っ
た

「
高
円
寺
び
っ
く
り
大
道
芸
」。
駅
前
や
神
社

な
ど
の
会
場
で
国
内
外
40
組
以
上
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
が
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
、
コ
メ
デ
ィ
、

舞
踏
、
空
中
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

技
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
夏
に
は
半
世
紀
以
上

に
わ
た
り
高
円
寺
の
文
化
を
支
え
る
「
東
京

高
円
寺
阿
波
お
ど
り
」。
例
年
１
０
０
万
人
を

超
え
る
人
が
訪
れ
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
、
連

ご
と
に
個
性
豊
か
な
踊
り
や
お
囃
子
が
観
客

を
魅
了
し
ま
す
。
秋
に
は
音
楽
ラ
イ
ブ
や

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
、
飲
食
や
物
販
の
出
店
も

楽
し
い
大
文
化
祭
「
高
円
寺
フ
ェ
ス
」、
冬
に

は
落
語
、
太
神
楽
、
紙
切
り
、
講
談
、
浪

曲
、
漫
才
な
ど
、
１
０
０
名
を
超
え
る
芸
人

が
出
演
す
る
寄
席
文
化
を
凝
縮
し
た
よ
う
な

「
高
円
寺
演
芸
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

「
座
・
高
円
寺
」
で
は
、
こ
の
よ
う
な
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
と
し
て
ホ
ー
ル
を
提

供
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
行
委
員
会
に
協
力
す

る
な
ど
、
地
域
の
活
動
を
積
極
的
に
応
援
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
座
・
高
円
寺
」
が
よ

り
地
域
に
な
じ
ん
だ
施
設
と
な
る
よ
う
に
、

毎月第３土曜日に開催！「座の市」「高円寺びっくり大道芸」

「東京高円寺阿波おどり」

© 東京高円寺阿波おどり振興協会© 東京高円寺阿波おどり振興協会

 © 澤田昇 © 澤田昇
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劇
場
運
営
は
全
国
で
も
珍
し
い

ア
ー
ト
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
担
う

「
座
・
高
円
寺
」
の
企
画
・
運
営
は
、
杉

並
区
か
ら
指
定
管
理
者
と
し
て
業
務
の
委
任

を
受
け
た
ア
ー
ト
系
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
劇
場
創
造

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｃ
Ｔ
Ｎ
）
が
担
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
団
体
は
、
公
共
劇
場
に
お
け
る
文

化
、
人
材
育
成
、
劇
場
教
育
分
野
で
活
動
を

行
い
、
地
域
か
ら
日
本
全
国
へ
と
市
民
の
文

化
活
動
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を

め
ざ
す
特
定
非
営
利
活
動
法
人
で
す
。
杉
並

区
内
に
在
住
す
る
劇
作
家
を
中
心
に
、
自
治

体
文
化
政
策
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
公
共
劇

場
の
運
営
・
制
作
者
、
劇
場
技
術
者
、
俳
優

な
ど
、
各
分
野
の
専
門
家
の
参
画
に
よ
っ
て

平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
７
月
に
設
立
し
ま

し
た
。
理
事
長
は
劇
作
家
・
演
出
家
の
マ
キ

ノ
ノ
ゾ
ミ
氏
が
務
め
て
い
ま
す
。「
座
・
高

円
寺
」
の
運
営
に
は
、
Ｃ
Ｔ
Ｎ
会
員
の
幅
広

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、
施
設
と
事
業

の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
の
専
門
家
が
専
従
チ
ー

ム
を
組
織
し
て
お
り
、
芸
術
・
文
化
を
中
心

に
、
地
域
の
特
長
を
生
か
し
た
豊
か
で
質
の

高
い
事
業
を
年
間
通
し
て
展
開
し
て
い
ま

す
。

芸
術
監
督
は
演
出
家
・
劇
作
家
・

俳
優
の
シ
ラ
イ
ケ
イ
タ
氏

指
定
管
理
者
と
と
も
に
「
座
・
高
円
寺
」

の
事
業
を
運
営
す
る
重
要
な
存
在
が
、
芸
術

監
督
で
す
。
開
館
以
来
こ
の
役
目
を
担
っ
て

き
た
佐
藤
信
氏
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
次
期

芸
術
監
督
を
区
が
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
か
ら
74
名
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
文
化
・
芸
術
活
動
関
係
者
や
学
識
経
験

者
等
の
外
部
委
員
４
名
と
区
職
員
２
名
で
構

成
さ
れ
る
杉
並
区
立
杉
並
芸
術
会
館
芸
術
監

督
選
考
委
員
会
に
て
第
一
次
で
書
類
審
査
、

第
二
次
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
ヒ
ア
リ

ン
グ
に
よ
る
選
考
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
演

出
家
・
劇
作
家
・
俳
優
の
シ
ラ
イ
ケ
イ
タ
氏

が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
５

（
２
０
２
３
）
年
７
月
１
日
か
ら
令
和
10

（
２
０
２
８
）
年
６
月
30
日
ま
で
の
５
年
間
。

再
任
も
可
能
と
し
て
い
ま
す
。
シ
ラ
イ
氏
は

杉
並
区
の
広
報
紙
等
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、

「
こ
れ
ま
で
実
践
さ
れ
て
き
た
先
進
的
な
取

り
組
み
を
他
の
地

域
に
も
発
信
し
、

こ
の
場
所
か
ら
日

本
を
代
表
す
る
よ

う
な
作
品
を
生
み
出
し
た
い
」
と
、
芸
術
監

督
と
し
て
の
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

区
内
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た

舞
台
「
劇
場
へ
い
こ
う
！
」

「
座
・
高
円
寺
」
が
開
館
時
か
ら
実
施
し

て
い
る
主
催
事
業
に
「
劇
場
へ
い
こ
う
！
」

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。
杉
並
区

内
の
小
学
４
年
生
を
無
料
招
待
し
、
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
制
作
し
た
作
品
を
観
て
も
ら

う
も
の
で
、
劇
場
文
化
の
魅
力
を
伝
え
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
24

（
２
０
１
２
）
年
か
ら
は
、
区
内
外
の
中
学

生
以
下
を
無
料
招
待
す
る
取
り
組
み
も
行
っ

て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
の
上
演
演
目
は
、

サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
の
『
星
の
王
子
さ

ま
』
を
元
に
し
た
『
小
さ
な
王
子
さ
ま
』
と

宮
沢
賢
治
の
童
話
か
ら
生
ま
れ
た
『
フ
ラ
ン

ド
ン
農
学
校
の
豚
〜
注
文
の
多
い
オ
マ
ケ
付

き
〜
』
の
２
作
品
で
し
た
が
、
令
和
６
年
度

か
ら
は
、
長
年
上
演
し
て
き
た
『
フ
ラ
ン
ド

ン
農
学
校
の
豚
』
に
変
わ
り
、
シ
ラ
イ
ケ
イ

タ
芸
術
監
督
が
演
出
す
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

の
『
夏
の
夜
の
夢
』
を
上
演
し
ま
す
。
ま
た

主
催
事
業
と
し
て
、
国
内
外
の
舞
台
作
品
を

集
め
た
「
世
界
を
み
よ
う
！
」
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
年
齢
も
国
籍
も
問
わ
ず
に
楽
し
め

る
セ
リ
フ
が
少
な
い
作
品
が
上
演
さ
れ
る
の

で
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
好
評
で

す
。

舞
台
芸
術
の
創
造
と
発
信
、地
域
の
文
化
活
動
の
支
援
な
ど
、多
彩
な
事
業
を
展
開

芸術監督
シライケイタ氏

▲劇場へいこう！
『フランドン農学校の豚～注文の多いオマケ付き』

©梁丞佑©梁丞佑

▲劇場へいこう！
『小さな王子さま』

©梁丞佑©梁丞佑

▲世界をみよう！
『ロミオとジュリエット』デンマークから来た
アーティストと観客との交流

©梁丞佑©梁丞佑

我が区の「おたから」〜 23 区の魅力を再発見〜
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「
座
・
高
円
寺
」
の
活
動
を

支
え
る
劇
場
パ
ー
ト
ナ
ー

杉
並
区
は
「
座
・
高
円
寺
」
の
活
動
を
よ

り
豊
か
で
実
り
あ
る
も
の
に
し
て
い
く
た
め

に
、
日
本
劇
作
家
協
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京

高
円
寺
阿
波
お
ど
り
振
興
協
会
と
共
に
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
結
ん
で
い
ま

す
。
日
本
劇
作
家
協
会
は
、
プ
ロ
・
ア
マ
を

問
わ
ず
自
ら
を
劇
作
家
と
す
る
す
べ
て
の
人

が
参
加
す
る
開
か
れ
た
協
会
で
、
劇
作
家
の

権
利
に
関
す
る
活
動
、
雑
誌
の
出
版
や
海
外

へ
の
日
本
戯
曲
の
紹
介
、
新
人
戯
曲
賞
の
審

査
・
運
営
な
ど
、
多
岐
に
渡
る
活
動
を
行
い

ま
す
。「
座
・
高
円
寺
」
で
は
、
日
本
劇
作

家
協
会
の
会
員
の
応
募
作
か
ら
推
薦
さ
れ
た

日
本
劇
作
家
協
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
上
演
し
て

い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
高
円
寺
阿
波
お
ど
り
振

興
協
会
は
、
50
年
を
超
え
る
歴
史
を
持
つ
東

京
高
円
寺
阿
波
お
ど
り
を
、
本
場
徳
島
の
伝

統
を
継
承
し
つ
つ
、
高
円
寺
の
歴
史
と
文
化

に
つ
な
げ
る
た
め
に
設
立
し
た
協
会
で
す
。

「
座
・
高
円
寺
」
で
は
、「
阿
波
お
ど
り
ホ
ー

ル
」
の
運
営
を
通
し
て
、
高
円
寺
阿
波
お
ど

り
の
普
及
・
発
展
活
動
に
協
力
し
、
広
く
世

界
に
向
け
た
高
円
寺
の
「
顔
」
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

毎
月
第
３
土
曜
日
に
は
劇
場
前
の
広
場
で

フ
ー
ド
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
座
の
市
」
を
開
催
。

杉
並
区
産
の
野
菜
を
は
じ
め
、
地
元
商
店
の

自
慢
の
味
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
人
と
共
に
盛
り
上
げ
る

文
化
芸
術
活
動
の
拠
点
に

杉
並
区
は
、
中
央
線
沿
線
に
は
西
荻
窪
、

荻
窪
、
阿
佐
ヶ
谷
、
高
円
寺
と
４
つ
の
駅
が

あ
り
、
カ
フ
ェ
の
ま
ち
、
ジ
ャ
ズ
の
ま
ち
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
が
あ
り
ま
す
。
今
回

紹
介
し
た
高
円
寺
は
、
下
町
の
よ
う
な
雰
囲

気
も
あ
り
、
地
元
が
大
好
き
な
人
が
特
に
多

く
住
ん
で
い
る
印
象
の
あ
る
熱
量
が
高
い
ま

ち
で
す
。「
高
円
寺
四
大
ま
つ
り
」
も
、
地

域
が
中
心
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と

す
る
人
々
の
意
気
を
感
じ
ま
す
。

杉
並
区
の
文
化
芸
術
の
拠
点
で
あ
り
、
高

円
寺
の
ま
ち
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
も
あ
る

「
座
・
高
円
寺
」
は
、
区
民
に
優
れ
た
舞
台

を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
区
民
の
多
様
な
文
化
活
動

を
実
践
す
る
場
を
提
供
す
る
と
い
う
大
切
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
座
・
高
円
寺
の
運

営
を
通
じ
て
文
化
・
芸
術
活
動
の
振
興
を
図

り
、
地
域
の
個
性
と
結
び
つ
い
た
文
化
の
創

造
、
賑
わ
い
の
創
出
な
ど
区
民
と
の
協
働
に

よ
っ
て
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
円
寺
四
大
ま
つ
り
な
ど
、

地
域
の
活
動
を
積
極
的
に
応
援

杉
並
区
高
円
寺
に
は
、「
高
円
寺
四
大
ま
つ

り
」
が
あ
り
ま
す
。
春
に
は
「
座
・
高
円
寺
」

の
こ
け
ら
落
と
し
の
一
環
と
し
て
始
ま
っ
た

「
高
円
寺
び
っ
く
り
大
道
芸
」。
駅
前
や
神
社

な
ど
の
会
場
で
国
内
外
40
組
以
上
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
が
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
、
コ
メ
デ
ィ
、

舞
踏
、
空
中
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

技
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
夏
に
は
半
世
紀
以
上

に
わ
た
り
高
円
寺
の
文
化
を
支
え
る
「
東
京

高
円
寺
阿
波
お
ど
り
」。
例
年
１
０
０
万
人
を

超
え
る
人
が
訪
れ
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
、
連

ご
と
に
個
性
豊
か
な
踊
り
や
お
囃
子
が
観
客

を
魅
了
し
ま
す
。
秋
に
は
音
楽
ラ
イ
ブ
や

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
、
飲
食
や
物
販
の
出
店
も

楽
し
い
大
文
化
祭
「
高
円
寺
フ
ェ
ス
」、
冬
に

は
落
語
、
太
神
楽
、
紙
切
り
、
講
談
、
浪

曲
、
漫
才
な
ど
、
１
０
０
名
を
超
え
る
芸
人

が
出
演
す
る
寄
席
文
化
を
凝
縮
し
た
よ
う
な

「
高
円
寺
演
芸
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

「
座
・
高
円
寺
」
で
は
、
こ
の
よ
う
な
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
と
し
て
ホ
ー
ル
を
提

供
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
行
委
員
会
に
協
力
す

る
な
ど
、
地
域
の
活
動
を
積
極
的
に
応
援
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
座
・
高
円
寺
」
が
よ

り
地
域
に
な
じ
ん
だ
施
設
と
な
る
よ
う
に
、
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